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 本 論 文の 目 的は 、村 落 財政 に 注目 しな が ら、 現 代山 村の 地 域問 題 に 対 応す る
村落 組 織運 営 の仕 組み を 、社 会 学的 に考 察 する 点 にあ る。 現 代山 村 では 、村 落
の存 続 が危 ぶ まれ てい る ため 、 住民 が自 主 的に 活 動す るた め の仕 組 みを 、村 落
内部 の 住民 関 係の みな ら ず、村落 外 部 との 関 係 に 注 目し て捉 え 直す 必 要が ある 。 
 本 論 文の 研 究方 法は 、 村落 財 政分 析 に 基 づい て いる 。村 落 財政 の 分析 では 、
住民 自 身に よ る 財 政運 営 に注 目 する こと で 、村 落 が自 主的 に 活動 す るた めの 仕
組み と 、そ の 自治 能力 及 び住 民 結合 が考 察 可能 で ある 。換 言 すれ ば 、 村 落財 政
の主 た る論 点 は、 村落 自 治と 村 落結 合で あ る と い える 。村 落 自治 に つい ては 、
行政 と 村落 の 関係 及び 地 域資 源 利用 、村 落 結合 に つい ては 、 住民 の 財 政 的負 担
にみ る 村落 の 平等 性と 、 移住 ・ 移動 者と 村 落の 関 係が 重要 な 実証 課 題 と なる 。  
 本 論 文の 調 査地 は、 宮 崎県 諸 塚村 黒葛 原 であ る 。諸 塚村 は 、 自 治 公民 館組 織
（村 落 ）に 基 づく 地域 政 策と 農 林業 の経 営 基盤 整 備を 通し て 、中 ・ 小規 模の 家
族経 営 型林 家 が存 立す る 山間 部 の地 域社 会 であ っ た 。 黒葛 原 は諸 塚 村の 一村 落
であ る 。黒 葛 原の 財政 資 料の 事 例分 析に よ って 、 村落 自治 と 村落 結 合の 実態 が
より 詳 細に 把 握可 能で あ る。  
 黒 葛 原の 村 落財 政 を 考 察す る ため には 、 会計 記 録の 分析 が 必要 で ある 。本 論
文は 、 1 9 4 0〜 1 9 5 0 年代 の 会計 記 録（ 及び 議 事録 ）と 、 1 9 9 0 年 代以 降 の会 計 記
録を 分 析し た 。黒 葛原 の 会計 記 録 に は、 村 落全 体 の 「 予算 ・ 決算 報 告書 」と 各
世帯 に 対す る「 賦 課 金記 録」が 存在 す る 。「予 算・決 算 報 告 書 」の 分析 に よっ て、
村落 自 治の 仕 組み が考 察 可能 で あり 、「賦 課 金 記 録 」の 分 析で は 、村 落 結合 が 考
察可 能 であ る 。本 論文 の 第 1 章・第 2 章は、戦 後 期 の「 予算・決 算 報告 書」（ 1
章）と「 賦課 金 記録 」（ 2 章）を 考察 し てお り、第 3 章・第 4 章 は、現代 の「予
算・ 決 算報 告 書」（ 3 章） と 「賦 課 金記 録」（ 4 章 ） を考 察 した 。  
 序 章 では 、村 落 財 政の 研 究史 を 考察 し、村落 自 治と 村 落 結合 の 論点 を 示し た。  
 第 1 章 は、 戦 後 期の 活 発な 村 落活 動 （ 以 下、「村 落 」 とは 黒 葛原 を 指す ）を
支え た 財政 の 仕組 みに 注 目し 、 山村 の生 活 と 生 産 の変 化を 考 察し た 。戦 後期 の
村落 財 政は 、 行政 補助 金 が僅 か であ り、 会 費・ 事 業収 入・ 祭 典収 入 等 が 重要 な
財源 で あっ た 。村 落活 動 の 重 要 な事 例は 林 野利 用 であ る。 こ こで は 、村 落の 苗
圃経 営 が造 林 に果 たし た 役割 と 、共 有林 の 売買 に みる 村落 と 村外 者 の関 係に 注
目し た 。戦 後 期山 村の 村 落は 、 行政 の政 策 に 影 響 を受 けつ つ も、 村 外者 との 社
会関 係 を多 く 形成 しな が ら、 活 発に 活動 し た。  
 第 2 章で は 、等 級 割（ 賦 課金 ）に 注目 して 、村落 の 実 質的 平等 性 を把 握 した 。
黒葛 原 は家 格 制が 微弱 で ある 。 黒葛 原の 等 級割 は 、家 の財 力 や生 活 状況 に基 づ
いて 、 各家 に 賦課 金を 割 り当 て た 。 ここ で は、 家 の生 活苦 に 配慮 し た等 級判 断
がみ ら れる 。また 、役職 選 任の 事 例で は、等級 の 低 い家 も 重職 に 選ば れ てい た。
さら に 、戦 後 期の 黒葛 原 には 、 移住 者・ 一 時滞 在 者 が 多く 存 在し た 。 そ うし た
人々 は 、居 住 と同 時に 賦 課金 を 収め てお り 、 村 落 との 多様 な 関係 を 形成 した 。  
 第 3 章で は、人 口減 少 と高 齢 化に 対応 す る村 落 自治 の仕 組 み を 考 察し た。現
代の 村 落財 政 では 、行 政 補助 金 が重 要な 役 割を 持 ち 、 行政 は 、自 主 的な 村落 活
動を 支 援・ 補 強し てき た 。た だ し村 落は 、 会費 ・ 共有 林・ 祭 の奉 納 金（ 村外 者
寄付 ） 等の 収 入源 を持 ち 、自 主 財源 も確 保 して い た。 村落 活 動の 重 要な 事例 と
して 、小 集落 を 単 位と し た道 路 管理 があ る 。ここ で は 、作業 人 数が 1 人 の小 集
落も み られ た 。村 落は 、 高齢 化 する 道路 管 理組 織 の統 合を 見 据え つ つも 、 小 集
落の 担 い手 が 1 人 作業 の 継続 を 望む 限り 、 柔軟 に 対応 して い た。  
 第 4 章で は、等 級割 に みる 現 代山 村の 村 落結 合 と、移住 者 と村 落 の関 係を 考
察し た 。現 代 の等 級割 は 、戦 後 期と 比べ て 等級 分 化 （ 区分 数 ） が 少 なく 、賦 課
基準 は 、 家 の 生活 状況 を 重視 し てい た。 教 育費 負 担の 大き な 家や 高 齢世 帯は 、
等級 を 低く 設 定 さ れて い た。 等 級割 は、 移 住者 に も課 せら れ た。 移 住者 が村 落
と深 く 関わ る ため に は 、賦 課 金等 の 自 治の 一 端を 担 う必 要が あ った た めで ある 。 
 終 章 は、山村 の 村 落自 治 と村 落 結合 に関 し て、本論 文 が 解明 し た点 を 示し た。
村落 自 治に 関 して は、 行 政の 補 助金 が村 落 活動 を 支援 ・補 強 した 傾 向と 、村 落
の自 主 的な 活 動が 、対 外 的結 合 に支 えら れ た点 を 指摘 した 。 村落 結 合に 関し て
は、等級 割 の 考察 を 通し て、実 質 的平 等 性 を 捉 えた 。等級 割 の 実 質 的平 等 性は 、
財力 や 生活 状 況を 重視 し た 住 民 の等 級判 断 から 見 出せ る 。 弱 者に 対 する 村落 の
配慮 と 、移 住 者と 村落 の 柔軟 な 関係 形成 は 、実 質 的平 等性 の 条件 と いえ た 。   
 補 論 では 、 黒葛 原の 事 例を 相 対的 に捉 え るた め 、兵 庫県 豊 岡市 稲 葉区 にみ る
戦前 戦 後期 の 村落 自治 を 考察 し た。  
 本 論 文の 社 会学 的な 意 義 と し ては 、戦 後 期と 現 代の 村落 財 政分 析 を通 して 、
山村 の 地域 的 特質 を踏 ま えな が ら、 行政 の みな ら ず 、 近隣 村 落の 住 民や 移住 者
との 対 外的 関 係に 支え ら れた 村 落自 治を 明 らか に し た 点、 ま た、 弱 者に 対す る
配慮 等 にみ ら れる 実質 的 平等 に 支え られ た 村落 結 合を 捉え た 点 が あ る。  
